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歳入 一般会計 
   決算額　364億6,735万円
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［特集］

その他　             25 億 5,525 万円
○市の施設などの使用料・手数料 ）円万553,4億01（ 
○市が所有する財産の貸付・売払 （8 億 1,738 万円）

※防衛省からの補助金・交付金　
「防衛施設があるまちへの助成交付金」の他、国からの補
助金に含まれる「特定防衛施設周辺整備調整交付金」8億
2,837 万円、「再編交付金」3億 3,478 万円などがあります。

市税　　　        142 億 3,663 万円
○市民税　　　　　　　　　　　（57 億 8,563 万円） 
○固定資産税・都市計画税　　　（73 億 7,674 万円）
○市たばこ税　　　　　　　　　（ 8億 9,215 万円）

国・道支出金　    82 億 9,035 万円
○国からの補助金など　　　　　（62 億 2,086 万円）
○北海道からの補助金など　　　（20 億 6,949 万円）

地方交付税　       40 億 2,333 万円
○全国のまちで行政サービスに差が出ないように
　するための国の交付金

諸収入　             16 億 9,938 万円
○中小企業貸付金の返済　　　　（ 5 億 5,014 万円）

地方譲与税・交付金　27億 9,841 万円
）円万699,1億21（ 　　　        　金配分の税費消○

○防衛施設があるまちへの助成交付金 ※ （5 億 6,699 万円）

市債　                28 億 6,400 万円
○市が歳入の不足を補うために発行する債券
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平成26年度、市から出たお金…
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一般会計 歳出
      360億884万円 決算額

 平成26年度
主な事業
と
決算額 

公営住宅建替事業（みどり団地）
（3,792万円）

「社会資本整備総合交付金」活用
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民生費 　109億 2,083 万円
○高齢者福祉　　　　  　　（12 億 9,750 万円）
○障がい者福祉　　　  　　（20 億 1,623 万円）
○児童福祉　　　　　  　　（32 億   924 万円）

）円万911,8億32（  　　　　　　　護保活生○
○国保・介護保険への繰り出し（14 億 6,754 万円）

諸支出金 　22億 1,749 万円
）円万699,6億81（    し出り繰のへ計会業企○

職員費　 　59億 531万円

公債費　　 43 億 4,044 万円
○道路や公園などをつくるために過去に借りたお金の返済

 教育費    　33億 2,482 万円
）円万458,5億31（  　理管・営運の校学中小○

○スポーツや社会教育の振興 ）円万522,1億41（ 

 土木費    　29億 6,734 万円
億81（  　　　理管・備整の路道○ 780 万円）

（  理管･備整の地緑･園公○ 7億 1,589 万円）

衛生費    　17億 2,330 万円
）円万821,6億01（       　理処の尿しやみご○

 その他     　46億　931万円
）円万456,6億01（       興振の光観や業工商○

（    　　　策対害災や防消○ 2億 6,388 万円）
○農林水産業の振興　    　（ 5億 9,210 万円）

道の駅リニューアル事業
（１億1,021万円）

「北海道地域づくり総合交付
　金」および「特定防衛施設
　周辺整備調整交付金」活用

支笏湖ヒメマスふ化場整備事業
（１億7,325万円）

　水産庁「水産業強化対策整
　備交付金」活用

グリーンベルト活性化事業
（2億1,557万円）

　防衛省「再編交付金」活用
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病院事業　　　 　　　下水道事業　　　　　　 水道事業

内部留保資金残高
15 億 73 万円

内部留保資金残高
14 億 9,409 万円

内部留保資金残高
7 億 446 万円

○給水人口…9万4,712人
　市が水道で飲料水を供給して
　いる人の数。前年度に比べて､
　57人増加しました。
○総配水量…1,180万188ｍ3
　飲料水として浄水場から送り
　出された総水量。前年度に比
　べて､約0.64％減少しました。
○有収水量…1,115万5,584ｍ3
　総配水量のうち、水道料金収
　入が得られる水量。前年度に
　比べて､約0.04％減少しました｡
○有収率…94.5％
　水道の総配水量のうち、有収  
　水量の割合が高いほど良好な
　指標。前年度の約94％に比べ
　て、0.5ポイント増加しました｡

○処理区域内人口…9万3,048人
　市が下水道の処理をしている
　区域内の人口。前年度に比べ
　て、157人増加しました。
○総処理水量…1,963万3,558ｍ3
　市が下水道で処理した下水の
　総水量。前年度に比べて、約
　1.67％減少しました。
○有収水量…1,372万7,095ｍ3
　総処理水量のうち､下水道使用
　料収入が得られる水量｡前年度
　に比べて､約0.68％増加しました｡
○有収率…69.9％
　下水道の総処理水量のうち、有
　収水量の割合が高いほど良好な
　指標。前年度の約68.3％に比べ
　て、1.6ポイント増加しました｡

市民病院
○入院 … 5万2,351人（143.4人/日）
　前年度に比べて､1,065人､１日
　平均2.9人減少しました。
○外来 … 18万168人（738.4人/日）
　前年度に比べて、5,058人、１日
　平均20.7人増加しました。

泉郷診療所
○外来 … 722人（4.9人/日）
　前年度に比べて、26人増加しま
　した（診療日数146日）。

支笏湖診療所
○外来 … 803人（3.3人/日）
　前年度に比べて、131人減少し
　ました（診療日数241日）。

業務の状況

決算の状況

収益的収支の決算

資本的収支の決算

○収益的収支の決算
　１年間の事業活動
で得られる収益と費
用を損益計算の形で
表すもので、会社の
経営成績
○資本的収支の決算
　１年間に支出した
施設の建設経費（施
設建設のための借金
返済などを含む）と
その財源となる収入

平成26年度 ちとせの決算

※内部留保資金は､過去からの利益(黒字)の蓄積によって生じた資金で、事業運営に必要な運転資金になります｡

収入　58 億 4,049 万円
支出　68 億 8,615 万円

収入　37 億 1,810 万円
支出　32 億 4,556 万円

収入　19 億  764 万円
支出　17 億 4,781 万円

収入　05 億 7,587 万円
支出　10 億 8,263 万円

収入　 7 億 9,344 万円
支出　18 億 4,017 万円

収入　0      5,000 万円
支出　09 億 4,793 万円

②
【
特
別
会
計
】
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種　別 歳　入 歳　出 差し引き

1 国民健康保険特別会計
（国民健康保険事業を運営するための会計） 87億8,138万円 85億3,628万円 2億4,510万円

2 土地取得事業特別会計（公共施設用地をあらかじめ取得するための会計） 3,502万円 3,457万円 45万円

3 公設地方卸売市場事業特別会計
（公設地方卸売市場を運営するための会計） 3,586万円 3,570万円 16万円

4 霊園事業特別会計
（霊園の用地取得や管理運営のための会計） 5,845万円 5,833万円 12万円

5 介護保険特別会計
（介護保険事業を運営するための会計） 41億168万円 41億44万円 124万円

6 後期高齢者医療特別会計（75歳以上の方などの医療保険制度のための会計） 8億8,887万円 8億8,723万円 164万円

合　計 139億126万円 136億5,255万円 2億4,871万円
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この記事のお問い合わせ
総務部

財政課　財政係

((24)０５４１

指標 指標の説明 市の
比率

国が決めた基準
早期健全
化 基 準

財政再
生基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字
比　　率

｢市の財政の標準的な大きさ｣に
対する｢公営企業を除いた赤字の
総額｣の比率

黒字
決算 12.45％ 20.0％

連結実質
赤字比率

｢市の財政の標準的な大きさ｣に
対する｢公営企業を含む市全体の
赤字額｣の比率

黒字
決算 17.45％ 30.0％

実質公債
費 比 率

｢国の補てん分を除いた市の財政
の標準的な大きさ｣に対する｢公
営企業を含む借入金の年間返済
額｣の比率

9.8％ 25.0％ 35.0％

将来負担
比　　率

｢国の補てん分を除いた市の財政
の標準的な大きさ｣に対する｢将
来負担する借入金の総額｣の比率

86.7％ 350.0％

資金不足比率
（公営企業ごと）

｢公営企業の資金不足額｣に対す
る｢公営企業の事業規模｣の比率 該当なし 20.0％

区分 土地 建物
行政財産 1,279万2,648㎡ 46万8,636㎡

公用財産 205万0970㎡ 5万2,653㎡

公共用財産 1,074万1,678㎡ 41万5,983㎡

普通財産 445万0499㎡ 1万7,975㎡

合　計 1,724万3,147㎡ 48万6,611㎡
一般会計 392 億 8,958 万円

特別会計 5,245 万円

公営企業
会計 251 億 3,660 万円

合計 644 億 7,863 万円

市が借りているお金(市債)

○市は、市政を進めるために必要な財産を持ち、目的に
　合わせて効率的な運用を行っています。
○財産には、公園などの土地、学校などの土地・建物、
　有価証券、出資による権利、基金があります。

○学校や公園など、施設の建設
　には多額の経費が必要になる
　ため、市は、国や銀行などか
　らお金を借りて事業を実施し
　ています。
○借り入れたお金の返済を通し
　て、将来の利用者についても
　公平に費用負担します。

○「財政健全化法」により、まちの財政状況を表す５
　種類の指標のうち、ひとつでも国が決めた基準を超
　えたときは、財政再建に向けた計画をつくるなどの
　取り組みを進めることになります。
○平成 26 年度の決算では、基準を超える指標はない
　ため、財政は健全な状況です。

　　◎むすびに・・・
　　平成 26 年度の一般会計、特別
　会計は、いずれも黒字決算です。
　　公営企業会計では、水道事業、
　下水道事業は黒字決算ですが、病
　院事業は、会計制度の改正によ
　り退職給付引当金の不足額を一
　括計上したことから、多額の特
　別損失を生じ、赤字決算になりま
　した。
　　我が国の経済は、「三本の矢」
　の一体的な推進により、緩やか
　な回復基調が続いていますが、地
　方財政にあっては、極めて厳しい
　状況が続いています。
　　このような中、市は「財政標準  
　化計画」に基づき、収支バラン
　スの維持と継続を図りながら、安
　定したサービスの提供と持続可
　能なまちづくりを目指した財政
　運営に努めています。

※決算状況などは､市のホームペー
　ジ､｢市政情報｣ - ｢財政｣ - ｢決算｣ 
　のページに掲載しています｡

※財産の維持、資金の積み立て・運用のため、目的別に 16 の基金を設けています。
 ○公共施設整備基金　 ○財政調整基金　 ○奨学基金　　　　○農業振興基金
 ○国民健康保険事業財政調整基金　　　  ○土地開発基金　　○減債基金
 ○みんなで、ひと・まちづくり基金　　  ○ふるさと千歳国際交流基金
 ○地域福祉振興基金　 ○霊園管理基金　 ○職員退職手当基金
 ○介護保険事業給付費準備基金　　　　  ○特定地域振興基金
 ○心のふるさと千歳基金
 ○特定防衛施設周辺整備調整交付金基金

○公用財産
　市役所など､市が直
　接使用する財産
○公共用財産
　学校や公園など､市
　民が使用する財産
○普通財産
　公用財産･公共用財
　産以外の財産

平成26年度 ちとせの決算

まちの借金

 まちの
 財産

財政
健全化を
判断する

指標

有価証券 (株券など)	 　　　　　 036 億 0356 万円
出資による権利 (法人への資本金出資など) 3 億 4,309 万円
基金 (まちの貯金) 103 億 0920 万円
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教育委員会では、経済的な理由で修学が困難な学生や生徒
が教育を受けられる機会を確保するため、昭和 35 年から
奨学金を交付しています。
今月の焦点は、奨学金制度についてご紹介します。

千歳の未来を担う子どもたちのために
奨学金制度ってどんなもの？

奨
学
金
制
度
っ
て
ど
ん
な
制
度
？

　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
習
す
る

意
欲
や
能
力
が
あ
り
な
が
ら
、
経

済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難
な
学

生
や
生
徒
に
対
し
て
、
等
し
く
教

育
を
受
け
る
機
会
を
確
保
す
る
た

め
、奨
学
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
（
保

護
者
が
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

と
き
を
含
む
）、
下
記
の
全
て
の

支
給
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
を
対

象
に
、
奨
学
生
選
考
委
員
会
に
よ

る
審
査
を
経
て
奨
学
生
を
決
定
し

て
い
ま
す
。

　
奨
学
金
は
、
６
月
、
９
月
、
12

月
、
２
月
の
年
４
回
に
分
け
て
交

付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
奨
学
金
は

給
付
型
の
た
め
、
将
来
返
還
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
奨
学
生
は
、
毎
年
３
月
１
日
か

ら
４
月
10
日
ま
で
募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
、
２
月
号
の
広
報
ち
と
せ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

奨学生 からの
感謝の ことば

奨学生 からの
感謝の ことば

感謝の気持ちを忘れず、勉
強という形で恩返ししてい
きたいと思います。

将来に向けて悔いの残ら
ないように頑張っていき
たいと思います。

寄付者の皆様、本当にあり
がとうございます。
たくさんの感謝を忘れずに
これからも頑張ります。

修学を希望する学生や生徒が、奨学金制度を活用できる
よう給付人数を拡大しました(平成21年度10人 (高校・
大学の部で各５人 )、平成 24年度 15人 ( 高校の部 ))。

グラフ : 最近５年間の申込状況

23年度 24 25 26 27

申込者数 ( 人 )

20

40

60

80
高校の部

大学の部

1１

支給要件
◎高等学校、高等専門学校、専修学校 ( 修業年限が３年以上の
　高等課程または修業年限が２年以上の専門課程に限る )、大学
　( 短期大学を含む ) に在学中または進学を希望する方
◎学資に乏しい方
◎学業が優良で素行が善良な方

部門
（予定人数） 対象 金額

高校の部
(45 人 )

高校生
月額

7,000 円以内
高等専門学校生 (１年生から３年生 )
専修学校
(修業年限が３年以上の高等課程 )

大学の部
(20 人 )

大学生 ( 短期大学含む )
月額

1万円以内
高等専門学校生
（４年生、５年生および専攻科）
専修学校
（修業年限が２年以上の専門課程）

※作文の一部を 抜粋しています ｡



寄付をしていただける方を募集しています！

奨
学
金
の
財
源
、
10
年
後
に
底
を
つ
い
て
し
ま
う
恐
れ
が
・
・
・

　
奨
学
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
寄

付
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
奨
学
金
の
主
な
財
源

は
、
制
度
に
理
解
、
支
援
し
て
い

た
だ
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
や
企

業
、
各
種
団
体
か
ら
の
寄
付
金
を

積
み
立
て
た
「
奨
学
基
金
」
の
運

用
益
に
よ
り
賄
っ
て
き
ま
し
た
。

　
高
金
利
で
あ
っ
た
平
成
３
年
度

は
、
１
年
で
２
０
７
万
６
８
４
５

円
の
基
金
運
用
益
が
あ
り
ま
し
た

22

が
、平
成
26
年
度
は
１
万
８
８
６
２

円
に
ま
で
減
少
し
、
現
在
で
は
、

奨
学
基
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　
平
成
27
年
４
月
時
点
で
は
、
約

６
４
３
６
万
円
の
基
金
残
高
と
な

っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
交
付

金
額
は
、
約
６
１
８
万
円
（
高
校

の
部
で
45
人
に
約
３
７
８
万
円
、

大
学
の
部
で
20
人
に
約
２
４
０
万

円
）
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
が
な
け
れ

ば
、
約
10
年
後
に
は
、
基
金
残
高

が
底
を
つ
い
て
し
ま
い
、
将
来
、

奨
学
金
の
財
源
を
確
保
で
き
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

預
金
利
子
が
見
込
め
な
い
現

在
、
皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
あ
る
寄

付
金
に
よ
っ
て
、
奨
学
金
制
度
は

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

奨学生 からの
感謝の ことば

奨学生 からの
感謝の ことば

大学卒業を迎えることがで
きました。
卒業後は社会人として貢献
していきたいです。

家族や市民の方々のために
もしっかり勉強し、皆さん
に恩返しをしたいです。

心にゆとりをもって学校生活に打
ち込むことができました。これか
らも感謝の気持ちを忘れずに学校
生活を送りたいです。

7 広報ちとせ 平成 27(2015) 年 11 月号

記事のお問い合わせ
千歳市教育委員会教育部
企画総務課総務係

(24) ０８１９

年度 合計寄付金額 寄付件数
20 年度   203 万円 12 件
21 年度 201 万 2,500 円 27 件
22 年度 822 万 7,650 円 76 件
23 年度   587 万 91 円 48 件
24 年度 718 万 5,239 円 45 件
25 年度 651 万 2,649 円 35 件
26 年度 748 万 1,271 円 35 件

※奨学金制度が皆さん
　の寄付によって支え
　られていることを広
　く周知するために、
　寄付をいただいた方
　の氏名（個人名、会
　社名、団体名など）
　を市のホームページ「教育委員会」－「奨学金・就学援助」－
　「奨学金への寄附募集」でご紹介させていただいています。

　これまで市民の皆さんや企業、各種団体から千歳市奨学基金へ寄付をいただ
き、心からお礼申し上げます。
　皆さんからの寄付金は、未来を担う子どもたちのため、大切に使わせていた
だいております。今後も、皆さんの善意によって支えられている奨学金制度の
安定的な運用を図るため、千歳の未来を担っていく子どもたちの一助として、
制度の趣旨にご理解いただき、寄付のお願いを申し上げます。

※作文の一部を 抜粋しています ｡
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民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
昭
和
60
年
か
ら

25
年
の
永
き
に
わ
た
り
青
少
年
健
全
育
成
活

動
な
ど
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た

ほ
か
、
千
歳
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協

議
会
の
副
会
長
と
し
て
市
の
福
祉
行
政
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

早
はやさか

坂　義
よしひと

人

千
歳
市
保
護
司
会
の
会
長
や
副
会
長
な
ど
と

し
て
平
成
５
年
か
ら
20
年
の
永
き
に
わ
た
り

犯
罪
や
非
行
を
し
た
方
の
立
ち
直
り
を
支
援

す
る
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
14
年
か

ら
８
年
間
、
千
歳
市
女
性
保
護
の
会
の
会
長
と

し
て
女
性
の
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
す ず き

木　愛
あ い こ

子

中
なかやま

山　和
か ず お

朗

ま
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
力
を
尽
く
し
て
き
た
方
や
顕
著
な
業
績
の
あ
っ
た
方

に
贈
ら
れ
る
各
表
彰
の
平
成
27
年
度
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
千
歳
市
功
労
表
彰
（
４
人
）

　
　

千
歳
市
技
能
功
労
表
彰
（
２
人
）

   　

千
歳
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
３
人
）

      

千
歳
市
民
文
化
賞
・
奨
励
賞
（
２
人
）

　
　

千
歳
市
善
行
表
彰
（
８
人
・
10
団
体
）

　
　
　

※
受
賞
者
の
年
齢
は
、
11
月
10
日
（
広
報
ち
と
せ
発
行
日
）
時
点
で
す
。

　

功
労
表
彰

　
「
社
会
福
祉
功
労
」

　

功
労
表
彰

　
「
社
会
福
祉
功
労
」

　

功
労
表
彰

　
「
産
業
功
労
」

（74歳）
さん

（78歳）
さん

（74歳）
さん

千
歳
商
工
会
議
所
副
会
頭
や
常
議
員
、
議
員
と

し
て
昭
和
63
年
か
ら
27
年
の
永
き
に
わ
た
り
地

域
商
工
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

平
成
16
年
か
ら
８
年
間
、
工
業
振
興
委
員
長
や

副
委
員
長
と
し
て
企
業
誘
致
活
動
の
推
進
な
ど

地
域
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰

● 

原は
ら　
　

幸ゆ
き
え惠　

● 

吉よ
し
だ田　

照て
る
や哉

● 

橋は
し
づ
め爪　

広ひ
ろ
ゆ
き征　

● 

木き
む
ら村　

清き
よ
し　

● 

佐さ
と
う藤　

忠た
だ
し　
　

● 

富と
が
し樫　

節せ
つ
こ子

● 

里さ
と
み見　

治は
じ
め　
　

● 

佐さ

さ

き
々
木　

美み

つ

こ
津
子

●
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス

●
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
北
海
道

●
株
式
会
社
戸
田
運
輸

●
セ
ガ
サ
ミ
ー
カ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
ト
ー

　

ナ
メ
ン
ト
大
会
事
務
局

●
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
コ
ム

●
支
笏
湖
温
泉
地
域
災
害
支
援
実
行

　

委
員
会

●
ア
イ
グ
ス
テ
ッ
ク
株
式
会
社

●
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

●
苫
小
牧
信
用
金
庫

●
千
歳
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
会

※
善
行
表
彰
は
、
公
益
の
た
め
個
人
で

　

50
万
円
以
上
、
団
体
で
100
万
円
以
上

　

の
寄
付
を
さ
れ
た
方
や
市
民
の
模
範

　

と
な
る
よ
う
な
善
行
を
さ
れ
た
方
に

　

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

( 敬称は ､省略します )

広厷

  

表
彰
者

 
 　

平
成
27
年
度 

表
彰
者

ズー
ムアップ
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千
歳
市
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
平
成
５
年

か
ら
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
農
用
地
の
利
用

調
整
、
農
業
の
担
い
手
の
確
保
や
育
成
な
ど

に
尽
力
さ
れ
、
特
に
平
成
14
年
か
ら
３
年

間
、
農
業
委
員
会
会
長
と
し
て
地
域
農
業
の

振
興
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

早
はやかわ

川　信
のぶお

雄

昭
和
52
年
か
ら
永
き
に
わ
た
り
は
り
・
き
ゅ

う
師
一
筋
に
歩
み
、
昭
和
58
年
か
ら
３
年
間
、

千
歳
鍼
灸
指
圧
師
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
、
そ

の
後
、
保
健
対
策
な
ど
の
役
員
を
歴
任
し
て
後

進
の
育
成
や
指
導
に
当
た
る
ほ
か
、
市
民
の
健

康
保
持
や
疾
病
予
防
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
こん

　延
のぶぞう

三

千
歳
山
岳
会
の
会
長
と
し
て
、
平
成
17
年
か
ら

10
年
間
、
組
織
の
運
営
や
登
山
の
指
導
に
尽

力
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
17
年
か
ら
は
千
歳
市
山

岳
遭
難
救
助
隊
の
理
事
、
平
成
26
年
か
ら
１

年
間
、
千
歳
市
山
岳
遭
難
救
助
隊
の
副
隊
長

と
し
て
安
全
な
登
山
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
歳
軟
式
野
球
連
盟
理
事
・
審
判
長
な
ど
を
昭
和

43
年
か
ら
永
き
に
わ
た
り
歴
任
し
、
連
盟
の
組

織
強
化
や
軟
式
野
球
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
ほ

か
、
昭
和
43
年
か
ら
19
年
間
、
千
歳
市
体
育
指
導

委
員
協
議
会
の
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
12
月
に
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化

推
進
機
構
が
主
催
し
た｢

平
成
27
年
用
国
土

緑
化
運
動･

育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン

ク
ー
ル｣

中
学
校
の
部
に
お
い
て
、「
農
林

水
産
大
臣
賞｣

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 室

むろさわ

澤　はるか
（15歳）

　
功
労
表
彰

　「
産
業
功
労
」

昭
和
51
年
か
ら
永
き
に
わ
た
り
電
気
工
事
士
一

筋
に
歩
み
、
電
気
設
備
の
敷
設
や
改
修
工
事
な

ど
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
平
成
15
年
か

ら
10
年
間
、
千
歳
電
業
協
会
幹
事
と
し
て
、
ま

た
、
平
成
23
年
か
ら
は
副
会
長
と
し
て
業
界
の

発
展
と
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 黒

くろさわ

澤　雅
まさひろ

裕

　
技
能
功
労
表
彰

　「
電
気
工
事
士
」

　
技
能
功
労
表
彰

　「
は
り･

き
ゅ
う
師
」

　
市
民
文
化
奨
励
賞

　「
芸
術
（
美
術
）」

千
歳
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
の
委
員

と
し
て
平
成
２
年
か
ら
活
動
さ
れ
、
平
成
24

年
か
ら
は
会
長
と
し
て
組
織
の
運
営
、ス
ナ
ッ

グ
ゴ
ル
フ
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 三

みかみ

上　幸
ゆきお

男

日
本
手
工
芸
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
研
究
所
の

事
務
局
長
と
し
て
昭
和
53
年
か
ら
永
き
に

わ
た
り
活
動
さ
れ
、
平
成
６
年
か
ら
千
歳
市

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し
て
市

の
文
化
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

塩
しおや

谷　博
ひろし

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

　「
組
織
運
営
」

　
市
民
文
化
賞

　「
芸
術
（
美
術
）」

さん

（63歳）
さん

（79歳）
さん

綱
つなびき

引　次
つぎ お

男
（85歳）

さん

為
た め の

野　宜
よしみ

己
（70歳）

さん

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

　「
組
織
運
営
」

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

　「
組
織
運
営
」

（63歳）
さん

（59歳）
さん

（72歳）
さん
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くらし

Information



。
す
で
話
電
通
直
、
は

、
は
き
と
る
あ
が
示
表
線
内

  

表
代
所
役
市

(24)

１
３
１
３

。
い
さ
だ
く
け
か
お
に
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、
は
金
年
民
国

｢

代
世
と
代
世

度
制
の
い
合
え
支
の

｣

あ
。
す
で

者
齢
高
が
料
険
保
る
め
納
の
た
な

。
す
ま
い
て
え
支
を
活
生
の
代
世

　

齢
老
、
は
に
付
給
の
金
年
民
国

が
け
や
気
病
、
か
ほ
の
金
年
礎
基

い
て
し
持
維
を
計
生
、
金
年
礎
基

。
す
ま
り
あ
が
金
年
礎
基

　

２
ら
か
限
期
付
納
、
は
料
険
保

が
と
こ
る
め
納
と
る
す
過
経
を
年

い
に
ず
め
納
。
す
ま
り
な
く
な
き
で

額
の
金
年
る
す
給
受
、
来
将
、
と
る

。
す
ま
り
あ
が
と
こ
る
な
く
な
れ

　

ら
か
構
機
金
年
本
日
、
は
料
険
保

融
金
、
り
よ
に
書
付
納
る
れ
さ
付
送

ス
ン
エ
ニ
ビ
ン
コ
、
局
便
郵
や
関
機

。
い
さ
だ
く
て
め
納
で
ど
な
ア
ト
ス



係
金
年
課
民
市

本庁舎
１階２番

(24)

７
６
２
０

くらし

】
戸
住
集
募
【

り
お
と
の
表
の
左

　
①
《

 

》
宅
住
け
向
帯
世
者
齢
高

 

】
格
資
居
入
【

が
者
込
申

60

方
の
上
以
歳

ず
い
の
次
が
員
全
族
家
る
す
居
同
、
で

（
者
偶
配
▼
方
る
す
当
該
に
か
れ

60
歳

▼
）
可
満
未

18

体
身
▼
童
児
の
満
未
歳▼

方
る
い
て
け
受

60

方
の
上
以
歳

　
②
《

 

》
宅
住
け
向
帯
世
般
一

 

】
格
資
居
入
【

務
勤
は
た
ま
住
居
に
内
市
▼

定
予
婚
結
（
方
る
い
の
族
家
居
同
▼
方
る
す

）
方
る
す
籍
入
に
で
ま
日
能
可
居
入
、
は
者

市営住宅の入居者を募集します
本庁舎
３階31番 市営住宅課住宅管理係　(24) ０４２７

 ① 高齢者世帯向け住宅

１ＬＤＫ 北　栄 新富３ ○ ○ ４－１ 17,600 ～ 34,600 １

 ② 一般世帯向け住宅

２ＤＫ 北　栄 新富１ ○ × ４－３ 16,100 ～ 31,700 １
○ × ４－３ 16,100 ～ 31,700 １

２ＬＤＫ

みどり 緑町２ ○ ○ ５－５ 22,300 ～ 43,900 １

北　栄 新富３ ○ ○ ５－３ 21,000 ～ 41,300 １
新富３ ○ ○ ４－４ 21,200 ～ 41,700 １

高　台 高台３ ○ ○ ５－２ 18,500 ～ 36,300 １
○ ○ ５－３ 18,900 ～ 37,100 １

３ＤＫ 向陽台 若草４ ○ × １－１ 11,700 ～ 20,000 １

３ＬＤＫ

北　栄 新富２ ○ ○ ４－３ 20,300 ～ 39,900 １
○ ○ ５－４ 27,100 ～ 53,200 １

高　台 高台３
○ ○ ５－４ 22,100 ～ 43,400 １
○ ○ ５－１ 21,800 ～ 42,800 １
○ ○ ５－５ 21,200 ～ 41,600 １

※２ＬＤＫと３DKは２人以上 ､ ３ＬＤＫは３人以上
　の家族が必要です。
※ペット ( 犬・猫など ) の飼育はできません。
※契約時は、連帯保証人２人の記名押印と家賃２か月
　分の敷金の納入が必要です。
※退去時には、畳の表替え ･ ふすまの張り替えなどの
　費用負担が必要になります。
※抽選は、11 月 19 日（木）10 時～　総合福祉センター
　402 号で実施します。

和
昭
、
は
者
身
単
▼

31

に
前
以
日
１
月
４
年

保
活
生
、
方
る
あ
の
い
が
障
、
方
た
れ
ま
生

の
者
害
被
力
暴
の
ら
か
者
偶
配
、
者
給
受
護

収
た
め
定
で
市
▼
方
る
す
当
該
に
か
れ
ず
い

納
滞
に
ど
な
税
市
▼
方
い
な
え
超
を
準
基
入

】
類
書
込
申
【

込
申
（
ど
な
鑑
印
、
書
込
申

】
間
期
込
申
【

11
月
10

16
日

時
８
の
日
平
（

45

18
時
45

・
土
、
分

時
８
日

45

12
時
30

）
分

】
先
込
申
【

）
い
か
向
所
役
市
（



０
０
８
０

(800)

５
４
９
１

　

権
給
受
金
年
の
族
家
や
た
な
あ

忘
は
料
険
保
、
も
に
め
た
る
守
を

　

保
で
ど
な
由
理
な
的
済
経
、
お
な

と
な
難
困
が
と
こ
る
め
納
を
料
険

付
納
の
料
険
保
り
よ
に
請
申
、
は
き

。
す
ま
り
あ
が
度
制
る
れ
さ
除
免
が●

な
要
必
に
告
申
定
確
や
整
調
末
年

書
明
証
除
控
料
険
保
金
年
民
国
「

｣

。
す
ま
れ
さ
付
送
が

　

が
額
全
の
額
付
納
、
は
料
険
保

象
対
除
控
の
税
民
道
市
、
税
得
所

定
確
や
整
調
末
年
。
す
ま
り
な
に

金
年
本
日
、
は
き
と
る
す
を
告
申

る
れ
さ
付
送
で
き
が
は
ら
か
構
機

｢

険
保
金
年
民
国
（
料
険
保
会
社

書
明
証
除
控）
料

｣

。
す
で
要
必
が
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くらし
（10 ページから続く）

　

平
和
１
０
０
６
番
の
一
部
を
悪

臭
防
止
法
第
３
条
の
規
定
に
よ

り
、
10
月
１
日
か
ら
悪
臭
規
制
地

域
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

規
制
地
域
内
に
工
場
そ
の
他
事

業
場
を
設
置
す
る
方
は
、
当
該
規

制
地
域
に
つ
い
て
の
規
制
基
準
を

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

規
制
地
域
の
区
域
区
分
図
は
、

環
境
課
（
市
役
所
３
階
）
で
閲
覧

で
き
ま
す
。



悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
規

制
地
域
を
変
更
し
ま
し
た

環
境
課
環
境
保
全
係

本庁舎
３階34番

(24)
０
５
９
４

くらし

　
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」（
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
３
千

円
を
１
回
の
み
支
給
）
の
申
請
受

付
期
限
は
、
12
月
１
日
（火）
ま
で
必

着
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

【
市
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
】
６
月
に
「
現
況
届
の
ご

案
内
」
と
申
請
書
を
送
付
済
で
す

【
提
出
先
】
子
育
て
推
進
課
（
市
役

所
１
階
６
番
窓
口
）

【
公
務
員
の
方
】
職
場
か
ら
申
請
書

が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す

【
提
出
先
】
臨
時
給
付
担
当
（
市
役

所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
家

庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち

は
、
全
国
で
約
４
万
６
０
０
０
人

い
ま
す
。
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
育

て
る
方
を｢

里
親｣

と
い
い
ま
す
。

　

家
庭
的
環
境
が
子
ど
も
の
養
育

に
は
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
こ
十
数
年
で
里
親
に
委
託
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
の
数
は
、
２
・
６
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

中
央
児
童
相
談
所
管
内
（
石
狩

管
内
、
後
志
管
内
）
に
は
、
里
親

登
録
数
が
少
な
い
地
域
が
あ
る
た

め
、
里
親
が
増
え
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

里
親
は
、
特
別
な
方
し
か
な
れ

な
い
わ
け
で
は
な
く
、
普
通
の
家

庭
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち

が
な
っ
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
委
託
す
る
子
ど
も
た
ち

は
、
年
齢
や
委
託
期
間
が
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
里
親
の
方
の
仕
事
や

家
庭
の
事
情
、
経
験
年
数
な
ど
を

勘
案
し
て
、
受
け
入
れ
可
能
な
子

ど
も
を
委
託
す
る
方
針
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
里
親
に
登

録
し
て
、
家
庭
で
生
活
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
の
養
育
を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
の

支
援
を
必
要
と
し
て
い
ま
す

子
育
て
推
進
課

児
童
相
談
係

本庁舎
１階6番

(24)
０
９
３
５

くらし

　

な
お
、
里
親
制
度
は
、
一
般
的

な｢

養
育
里
親｣

の
ほ
か
、
養
子

縁
組
前
提
の｢

養
子
縁
組
里
親｣

、

両
親
の
死
亡･

失
跡･

拘
留･

入

院
な
ど
に
よ
り
祖
父
母
な
ど
が
お

孫
さ
ん
を
養
育
す
る｢

親
族
里
親｣

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
北
海
道
中
央
児
童

相
談
所

０
１
１
(631)
０
３
０
１
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
停
止
や
穏
や

か
な
発
進
な
ど
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
や
燃
料
消
費
量
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
取
り
組
み
が
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
！



11
月
は
、｢

エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
推
進
月
間｣

で
す

環
境
課
環
境
計
画
係

本庁舎
３階34番

(24)
０
５
９
０

くらし

【
対
象
】
①
平
成
27
年
１
月
か
ら
９
月

30
日
ま
で
に
保
険
料
を
納
付
し
た
方
、

②
平
成
27
年
10
月
１
日
以
降
に
今

年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
方

【
証
明
書
の
発
送
時
期
】

①
の
方
…
11
月
上
旬

②
の
方
…
平
成
28
年
２
月
上
旬

【
証
明
書
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

ね
ん
き
ん
定
期
便･

ね
ん
き
ん
ネ

ッ
ト
な
ど
専
用
ダ
イ
ヤ
ル


０
５
７
０
(058)
５
５
５

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
番
号
の

方
は
、

０
３
(6700)
１
１
４
４

【
受
付
期
限
】
平
成
28
年
３
月
15
日
（火）

【
受
付
時
間
】

▼
月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

▼
第
２
土
曜
日　

９
時
～
17
時

※
第
２
土
曜
日
以
外
の
土
・
日･

祝
日
と
12
月
29
日
～
平
成
28
年
１

月
３
日
は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
11
月
は
、｢

ね
ん
き
ん
月
間｣

、

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は
、「
年

金
の
日
」
で
す
。

　

年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
額

を
確
認
し
て
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト｣

を
利
用
す

る
と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記

録
が
確
認
で
き
る
ほ
か
、
自
分
の

年
金
記
録
を
基
に
し
て
、
将
来
の

年
金
受
給
見
込
額
の
さ
ま
ざ
ま
な

パ
タ
ー
ン
を
試
算
で
き
ま
す
。

　

｢

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト｣

は
、
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
、
新
さ
っ
ぽ
ろ
年
金
事

務
所
（

０
１
１
(892)
９
３
１
６
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
の
受
付
期
限
迫
る
！

福
祉
課
主
査

（
臨
時
給
付
担
当
）

本庁舎
１階ロビー

(24)
０
６
８
５

くらし

悪臭規制
地域

新たに指定した
悪臭規制地域

至苫小牧

至
新
千
歳

空
港

道央自動車道

（泉沢向陽台）



　
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　information
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くらし
　

皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
千
歳
市

の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
バ
ス
に
乗
っ
て
市
内
の

公
共
施
設
や
教
育
施
設
な
ど
を
見

学
す
る
「
ま
ち
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
月
は
、
防
災
の
森　

防
災
学

習
交
流
セ
ン
タ
ー
そ
な
え
ー
る
、

千
歳
科
学
技
術
大
学
、
環
境
セ
ン

タ
ー
を
巡
り
ま
す
。

【
と
き
】
11
月
27
日
（金）　

９
時
～

16
時



ま
ち
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
（
行

政
版
）
の
お
知
ら
せ

広
報
広
聴
課
広
聴
係

本庁舎
２階22番

(24)
０
１
０
８

募集

　

も
の
づ
く
り
企
業
の
魅
力
や
働

き
が
い
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
事
業

所
内
保
育
所
を
見
学
し
ま
す
。

【
対
象
】
若
年
求
職
者
（
お
お
む

ね
39
歳
以
下
の
方
）
や
学
生
の
ほ

か
、
子
育
て
中
の
働
き
た
い
女
性

も
歓
迎
し
ま
す

【
と
き
】
11
月
30
日
（月）　

９
時
～



企
業
と
の
出
会
い
を
応
援

職
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

商
業
労
働
課
労
政
係

本庁舎
４階44番

(24)
０
６
０
２

募集

【
募
集
人
員
】
15
人

【
勤
務
内
容
】
学
童
ク
ラ
ブ
で
の
児

童
の
健
全
育
成
業
務
の
補
助

【
資
格
】
保
育
士
資
格
、
教
員
免
許

を
有
す
る
方
ま
た
は
資
格
が
な
く

て
も
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
意
欲

の
あ
る
方
（
大
学
生･

専
門
学
校

生
可
、
高
校
生
不
可
）

【
勤
務
日
お
よ
び
時
間
】



学
童
ク
ラ
ブ
の
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー　
児
童
館
係

ちとせっこ
センター

(22)
７
８
８
８

募集

　

市
で
は
、
千
歳
の
戦
後
か
ら
現

在
ま
で
の
歴
史
を
ま
と
め
る
「
新

千
歳
市
史　

通
史
編　

下
巻
」
の

編
さ
ん
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

戦
後
の
混
乱
期･

昭
和
20
年
代

か
ら
30
年
代
の
千
歳
の
街
並
み
な

ど
の
写
真
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の

資
料
を
お
持
ち
で
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。



戦
後
20
年･

30
年
代
の
資

料
を
集
め
て
い
ま
す

総
務
部
主
幹

（
市
史
編
さ
ん
担
当
）

本庁舎
２階20番

(24)
０
５
２
３

募集 ▼
12
月
25
日
～
平
成
28
年
１
月
16

日
の
小
学
校
冬
休
み
期
間
（
日
・

祝
日
、
12
月
29
日
～
平
成
28
年
１

月
２
日
を
除
く
）

▼
１
週
に
つ
き
５
日
間
（
８
時
～

18
時
30
分
の
時
間
内
で
指
定
さ
れ

た
40
時
間
以
内
）

【
報
酬
】
時
給
制
（
通
勤
手
当
支

給
あ
り
）

【
採
用
予
定
日
】
12
月
24
日
（木）

【
申
込
書
類
】
履
歴
書
、
資
格
証
明

書
の
写
し
（
資
格
の
あ
る
方
）

※
郵
送
で
の
受
付
は
不
可
。

【
申
込
方
法
】
随
時
受
付
中
（
申
し

込
み
は
、
平
日
の
９
時
～
17
時
）

12
時
15
分

【
集
合
場
所
】
市
役
所
西
口
駐
車
場

８
時
50
分
、
JR
千
歳
駅
南
口
９
時

【
見
学
先
】
㈱
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
（
自

動
車
部
品
製
造
）、
㈱
ボ
ン
タ
イ

ム
北
海
道
（
菓
子
製
造
）

【
参
加
料
】
無
料

【
定
員
】
20
人
（
申
込
順
）

【
申
込
方
法
】
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
の
集
合

場
所
記
入
）
で
申
し
込
み

【
申
込
期
間
】
11
月
10
日
～
24
日

（
平
日
の
８
時
45
分
～
17
時
15
分
）

【
託
児
】
１
歳
か
ら
就
学
前
の
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
、
11
月
19
日
（木）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
（
定
員
あ

り
ま
す
）。

Ｆ
Ａ
Ｘ
（22）
８
８
５
４　

Ｅ
メ
ー
ル

shogyorodo@
city.chitose.hokkaido.jp

　

葬
斎
場
（
根
志
越
１
３
６
５
番

地
の
甲
）
に
設
置
し
て
い
る
動
物

用
火
葬
炉
は
、
改
修
工
事
を
実
施

す
る
た
め
、
次
の
期
間
中
、
使
用

を
休
止
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
休
止
期
間
】
11
月
30
日
～
12
月

７
日

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、お
骨
は
拾
え
ま
せ
ん
が
、

千
歳
市
環
境
セ
ン
タ
ー
（
　
(23)
２

１
１
０
）
の
小
動
物
焼
却
施
設
へ

の
搬
入
（
有
料
）
は
、
通
常
ど
お

り
行
っ
て
い
ま
す
。



葬
斎
場
小
焼
却
炉
（
動
物

炉
）
使
用
休
止
に
つ
い
て

市
民
生
活
課

生
活
環
境
係

本庁舎
３階36番

(24)
０
２
６
１

くらし
　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
千
歳
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
は
、
６



総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
耐

震
化
工
事
に
つ
い
て

健
康
推
進
課

救
急
医
療･

管
理
係

福祉セン
ター１階

(24)
０
３
６
１

くらし

【
参
加
料
】
無
料

【
定
員
】
40
人
（
抽
選
）

【
申
込
方
法
】
11
月
16
日
（月）
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み

※
受
付
は
、
平
日
の
９
時
～
17
時
。

※
団
体
で
の
申
し
込
み
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
（
２
人
１
組
は
可
）。

※
飲
み
物
や
昼
食
は
、
各
自
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
は
、
千
歳
科
学
技
術
大
学

の
食
堂
を
利
用
で
き
ま
す
。

※
昼
食
を
持
参
す
る
方
も
同
大
学

の
食
堂
を
利
用
で
き
ま
す
。

月
か
ら
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
て

お
り
、
10
月
か
ら
３
階
と
４
階
の

一
部
貸
館
を
中
止
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
402
号
室
、
403
号
室
は
、

工
事
期
間
中
も
使
用
で
き
ま
す
。

【
工
事
期
間
】
12
月
28
日
（月）
ま
で
の

予
定

※
耐
震
化
工
事
の
終
了
後
、
貸
館

業
務
を
再
開
し
ま
す
。

募集
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今
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税　

第
４
期
の
納
入
月
で
す
。
今
月
の
市
税
納
入
夜
間
相
談
日
は
、
30
日
（月）
（
18
時
～
20
時
で
す
。）
納
税
課　

(　
（24）
０
１
６
９

　

市
は
、
介
護
認
定
調
査
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
１
人

【
勤
務
内
容
】
介
護
保
険
の
認
定
調

査
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
事

務
な
ど

【
資
格
】
保
健
師
、
看
護
師
、
介
護

支
援
専
門
員
ま
た
は
社
会
福
祉
士

の
資
格
と
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
方

【
報
酬
】
日
額　

８
３
０
０
円

【
試
験
内
容
】
面
接

※
日
程
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

【
採
用
予
定
日
】
12
月
以
降

※
一
週
間
の
う
ち
３
日
間
の
勤
務

に
な
り
ま
す
。

【
申
込
書
類
】
履
歴
書
（
市
指
定
用

紙
）、
資
格
証
明
書
の
写
し

※
履
歴
書
は
、
高
齢
者
支
援
課
の

窓
口
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
11
月
27
日
（金）
ま
で
に

申
込
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵
送
に



介
護
認
定
調
査
員
を
募
集

し
ま
す

高
齢
者
支
援
課

介
護
認
定
係

本庁舎
１階９番

(24)
０
２
９
８

募集

よ
り
申
し
込
み

※
郵
送
の
と
き
は
、
同
日
必
着
。

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町
２

丁
目
34
番
地　

千
歳
市
保
健
福
祉

部
高
齢
者
支
援
課
介
護
認
定
係

　
市
と
企
業
が
連
携
し
て
事
業
を

実
施
し
、
社
会
全
体
で
子
育
て
支

援
を
推
進
す
る
た
め
、
市
で
は
、

企
業
の
皆
さ
ん
が
市
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
、
子

育
て
中
の
親
や
子
ど
も
へ
の
情
報

提
供
、
体
験
活
動
、
講
座
の
開
催

な
ど
、市
と
連
携
し
て
実
施
す
る
、

子
育
て
支
援
の
提
案
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

【
講
座
の
内
容
】
企
業
な
ど
が
持
つ

知
識
や
技
術
、
商
品
な
ど
を
活
用

し
、
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
有
意

義
な
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
す
る

▼
親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る
講
座

や
イ
ベ
ン
ト

▼
子
ど
も
の
健
康
や
食
育
に
関
す

る
講
座
な
ど

▼
子
育
て
マ
マ
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
講
座
な
ど

▼
そ
の
他
、
企
業
な
ど
の
自
由
な

発
想
で
提
案
す
る
事
業



子
育
て
講
座
な
ど
の
開
催

企
業
を
募
集
し
ま
す

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

ち
と
せ
っ
こ
セ
ン
タ
ー

ちとせっこ
センター

(40)
１
７
１
７

募集

【
対
象
企
業
】
千
歳
市
に
関
連
す
る

次
の
企
業
お
よ
び
団
体
な
ど

▼
市
内
に
本
社
、
支
店
、
営
業
所
、

工
場
な
ど
が
あ
る
企
業
な
ど

▼
市
内
に
事
務
所
が
あ
る
団
体
な
ど

▼
そ
の
他
、
千
歳
市
に
関
連
す
る

企
業
お
よ
び
団
体
な
ど

【
利
用
対
象
者
】
子
育
て
中
の
親
と

子
（
主
に
就
学
前
の
子
ど
も
）

【
実
施
会
場
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
（
ち
と
せ
っ
こ
セ
ン
タ
ー
、
げ
ん

き
っ
こ
セ
ン
タ
ー
、
ア
リ
ス
セ
ン
タ

ー
の
３
箇
所
）
お
よ
び
児
童
館
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
７
箇
所
）

【
申
込
方
法
】
申
込
書
（
市
指
定
用

紙
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ち

と
せ
っ
こ
セ
ン
タ
ー
に
提
出
（
日

･
祝
日
を
除
く
９
時
～
17
時
30
分
）

※
申
込
書
は
、
ち
と
せ
っ
こ
セ
ン

タ
ー
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

募集

　

次
の
市
有
地
を
、
一
般
競
争
入

札
（
郵
便
型
）
で
お
売
り
し
ま
す
。



市
有
地
を
売
却
し
ま
す

契
約
管
財
課
管
財
係

本庁舎
４階42番

(24)
０
５
４
０

募集

※
一
般
競
争
入
札
（
郵
便
型
）
は
、

入
札
に
必
要
な
書
類
を
あ
ら
か
じ
め

指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
郵
便
に
よ
り

提
出
す
る
方
法
で
行
う
入
札
で
す
。

※
こ
の
入
札
物
件
は
、
一
筆
ご
と

の
売
り
払
い
で
す
。

　《
入
札
物
件
①
》

【
所
在
】
桂
木
３
丁
目
１
番
５

【
地
目
】
宅
地

【
面
積
】
土
地
288
・
22
平
方
メ
ー
ト
ル

【
最
低
売
却
価
格
】
426
万
５
０
０
０
円

　《
入
札
物
件
②
》

【
所
在
】
勇
舞
６
丁
目
６
番
３

【
地
目
】
宅
地

【
面
積
】
土
地
387
・
50
平
方
メ
ー
ト
ル

【
最
低
売
却
価
格
】
744
万
円

　《
入
札
物
件
③
》

【
所
在
】
勇
舞
６
丁
目
６
番
４

【
地
目
】
宅
地

【
面
積
】
土
地
287
・
50
平
方
メ
ー
ト
ル

【
最
低
売
却
価
格
】
552
万
円

　《
入
札
物
件
④
》

【
所
在
】
勇
舞
６
丁
目
６
番
５

【
地
目
】
宅
地

【
面
積
】
土
地
287
・
50
平
方
メ
ー
ト
ル

【
最
低
売
却
価
格
】　
552
万
円

　《
入
札
物
件
⑤
》

【
所
在
】
勇
舞
６
丁
目
６
番
６

【
地
目
】
宅
地

【
面
積
】
土
地
395
平
方
メ
ー
ト
ル

【
最
低
売
却
価
格
】
758
万
４
０
０
０
円

　《
入
札
物
件
⑥
》

【
所
在
】
勇
舞
６
丁
目
６
番
７

【
地
目
】
宅
地

【
面
積
】
土
地
395
平
方
メ
ー
ト
ル

【
最
低
売
却
価
格
】
758
万
４
０
０
０
円

　《
入
札
物
件
⑦
》

【
所
在
】
勇
舞
６
丁
目
６
番
８

【
地
目
】
宅
地

【
面
積
】
土
地
395
平
方
メ
ー
ト
ル

【
最
低
売
却
価
格
】
774
万
２
０
０
０
円

※
入
札
物
件
②
～
⑦
、
勇
舞
６
丁

目
６
番
３
～
８
に
は
、
都
市
計
画

法
に
定
め
る
地
区
計
画
に
よ
り
、

住
宅
の
建
設
は
で
き
ま
せ
ん
（
店

舗
、
事
務
所
な
ど
は
可
）。

※
地
区
計
画
の
詳
細
は
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
（
　
(24)
０
４
６
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】
入
札
参
加
申
込
書
、

住
民
票
（
法
人
の
と
き
は
、
商
業

登
記
簿
謄
本
と
定
款
）、
印
鑑
登

録
証
明
書

【
申
込
方
法
】
11
月
30
日
（月）　
17
時
ま

で
に
提
出
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵
送

【
入
札
受
付
期
間
】
12
月
１
日
～

15
日
（
必
着
）

※
必
要
書
類
を
書
留
ま
た
は
簡
易

書
留
で
郵
送
（
郵
送
の
み
受
付
）。

【
開
札
日
】
12
月
17
日
（木）　

13
時

30
分
～

※
入
札
の
立
ち
会
い
は
任
意
。

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
契
約
管
財
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町
２

丁
目
34
番
地　

千
歳
市
総
務
部
契

約
管
財
課
管
財
係

　【
講
座
の
例
】

▼
親
子
で
楽
し
む
料
理
教
室（
試
食
）

▼
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
○
○
教
室

▼
子
ど
も
の
健
康
を
考
え
た
○
○
講
座

▼
子
育
て
マ
マ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験

　

な
ど



医
療
費
な
ど
の
還
付
を
装
っ
た

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

　

今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
料

　

第
６
期
の
納
付
月
で
す

国
保
の
お
知
ら
せ

　
　
国
民
健
康
保
険
課

　
　
国
保
給
付
係

　
　

(　
(24)
０
２
７
４

【詳細】

「愛キャップ市民回収運動」
をみんなで進めましょう！

　

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　information
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　ペットボトルを４種資源物
に出すときは、そのキャップ
を必ずはずして愛キャップ市
民回収運動へ出しましょう！
　愛キャップ市民回収運動実
行委員会では、ペットボトル
のキャップを回収し、リサイ
クルする取り組みを平成 18 年
12 月から行っています。
　この取り組みで回収された
キャップの還元金（売却益）は、
社会福祉協議会の「社会福祉
基金」に寄付されており、ご
みの減量や石油資源の保護、
福祉の心を育てるといった、
環境・福祉の両面に貢献する
活動として、市民の皆さんの
ご理解をいただいております。
　これまでのキャップの総回
収量は、今年の９月末現在で、
約 66 トン（キャップ約２千４
00 万個！！）にもなります。
　環境にも福祉にもやさしい
この取り組みに、皆さんの一
層のご協力をお願いします。

●回収ボックスの設置施設
　社会福祉協議会、各コミセン

（一部を除く）、市役所、
教育委員会、総合福
祉センター、支笏湖
市民センター、ダイ
ナックスアリーナ（スポーツセ
ンター）

やってみよう

リサイクルすれば

気持ちがいいよ

標語作成者

　佐
さ と う

藤　有
あ り さ

紗　さん

今月は、後期高齢者医療保険料　第６期の納付月です。
　【詳細】医療助成課　高齢医療収納係　(24)０１３６　

　

市
役
所
の
職
員
に
な
り
す
ま

し
て 「
医
療
費
の
払
い
戻
し
が

あ
る
」
と
電
話
を
か
け
、
携
帯

電
話
で
や
り
取
り
を
し
な
が
ら

Ａ
Ｔ
Ｍ
機
を
操
作
さ
せ
て
現
金

を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
「
振

り
込
め
詐
欺
」
事
件
が
市
内
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
で
は
、「
医
療
費
の
還

付
金
」
な
ど
の
支
払
い
に
つ
い

て
、
銀
行
窓
口
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
使

用
し
て
手
続
き
を
行
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
に
は
、
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

相談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
心
の

悩
み
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
専
門
的
な
立
場
か
ら
助
言
・
援

助
し
ま
す
。

【
対
象
】
児
童･

生
徒
、
保
護
者
の

方
な
ど

【
と
き
】
11
月
27
日

（金）　
13
時
～
16
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
（
平
日
の
８
時

45
分
～
17
時
15
分
）
が
必
要
で
す
。

【
と
こ
ろ
】
教
育
委
員
会
庁
舎
２
階



ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
教
育
相
談

青
少
年
課
生
徒
指
導
係

教育委員会
庁舎２階

(24)
０
８
５
９

相談

　

市
は
、
学
校
施
設
開
放
管
理
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
内
容
】
学
校
体
育
館
一
般
開
放
に

と
も
な
う
管
理
業
務

【
募
集
人
員
】１
人（
非
常
勤
職
員
）

【
募
集
校
】
末
広
小
学
校
（
土
・
日

の
勤
務
）

【
対
象
】
夜
間
勤
務
が
可
能
で
、
心

身
と
も
に
健
康
な
方

【
任
用
期
間
】
委
嘱
の
決
定
後
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日

（木）
ま
で
（
再

任
用
あ
り
ま
す
）

【
報
酬
】
１
勤
務　

２
３
０
０
円

※
勤
務
時
間
数
に
よ
り
割
増
し
が



学
校
施
設
開
放
管
理
指
導

員
を
募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
施
設
係

教育委員会
庁舎１階

(24)
０
８
５
５

募集

募集

あ
り
ま
す
（
交
通
費
の
支
給
は
、

あ
り
ま
せ
ん
）。

【
勤
務
時
間
】
９
時
～
21
時
ま
で

※
利
用
希
望
が
あ
る
と
き
の
み
の

勤
務
に
な
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
11
月
20
日

（金）
ま
で
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
配
布
す
る
履

歴
書
を
持
参

　

学
校
支
援
地
域
本
部
で
は
、
ス

ケ
ー
ト
授
業
と
ス
キ
ー
授
業
の
支

援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

【
支
援
校
】
市
内
13
小
学
校
（
千
歳
、

北
栄
、
末
広
、
緑
、
千
歳
第
二
、
日

の
出
、
信
濃
、
高
台
、
祝
梅
、
桜
木
、

向
陽
台
、
北
陽
、
泉
沢
）
の
ス
ケ
ー

ト
授
業
、
市
内
２
中
学
校
（
千
歳
、

北
斗
）
の
ス
キ
ー
授
業

【
活
動
内
容
】
平
日
に
学
校
で
行
わ

れ
る
ス
ケ
ー
ト
ま
た
は
ス
キ
ー
授



ス
ケ
ー
ト
お
よ
び
ス
キ
ー
授
業

支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
推
進
係

教育委員会
庁舎１階

(24)
３
１
５
３

募集

業
に
お
い
て
、
教
員
の
サ
ポ
ー
ト

や
児
童
・
生
徒
へ
の
指
導
な
ど

【
支
援
期
間
】
１
月
中
旬
か
ら
２
月

上
旬

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
公
費
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
す
。

※
学
校
支
援
地
域
本
部
で
は
、
水

泳
授
業
や
環
境
整
備
な
ど
を
行
う

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。



「声のらん」は、主に「市長への手紙・ポスト」や「広報広聴モニター」の声と､その答えをご紹介しています。このほかに､皆さんからの一
般的な質問などもご紹介しますので、疑問に思っていることなどを､お手紙などでお寄せください。ただし、他の市民の方にも参考になる内
容を採用させていただくため、全てを掲載することはできません。また、質問の内容を確認する必要上、お手紙には必ず連絡先と名前をご記
入ください。　【〒066-8686／千歳市東雲町２丁目34／千歳市企画部広報広聴課 宛】

皆
さ
ん
の
「
声
」
に
お
答
え
し
ま
す
。

声のらん
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《
70
歳
代
男
性
》

将
来
の
た
め
に
、
き
ず
な

ポ
イ
ン
ト
事
業
に
参
加
し

た
い
の
で
す
が
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？ き

ず
な
ポ
イ
ン
ト
事
業
に

参
加
す
る
手
続
き
は
？

］

［
福
祉
課
総
務
係


(24)
０
２
９
２

１

２市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
設

置
や
管
理
は
、
誰
が
行
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

市
は
、「
千
歳
市
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
設
置
等
に
関
す

る
要
領
」
に
よ
り
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
基
準
や
維
持
管

理
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
・
管
理

は
、
設
置
し
た
町
内
会
や
集
合
住
宅
の
所

有
者
な
ど
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
新
た
に
設
置

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
町
内
会
や

集
合
住
宅
の
所
有
者
、
管
理
者
が
地

域
の
方
々
か
ら
同
意
を
得
て
設
置
場

所
を
決
め
、
市
に
設
置
届
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
届
出
の
あ
っ
た
内
容
を

審
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
調
査

な
ど
を
行
い
、
利
用
開
始
日
の
通
知

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利

用
者
に
は
、
維
持
管
理
の
協
力
や
ご

み
の
排
出
方
法
を
守
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
収
集
日
を
守
ら
な
い
、
指

定
ご
み
袋
を
使
用
し
な
い
、
分
別
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
の
不
適
切
な
排
出
や

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
排
出
で
き
な
い

大
型
ご
み
、
家
電
製
品
な
ど
の
不
法
投

棄
に
対
し
て
、
適
正
に
排
出
す
る
よ
う

周
知
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
や
管
理
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

《
60
歳
代
男
性
》］

［
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
係


(23)
２
１
１
０

答 声

市
は
、
高
齢
の
方
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

自
分
の
介
護
予
防
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、
お
互
い
に
支
え
合

い
な
が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と

し
て
、「
千
歳
市
き
ず
な
ポ
イ
ン
ト

事
業
」
を
平
成
27
年
７
月
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
施
設
の
入
所
者
や

答

利
用
者
の
話
し
相
手
、
散
歩
の
付
き

添
い
、
保
育
の
補
助
、
施
設
行
事
の

手
伝
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、

貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
換
金
で
き
る

ほ
か
、
地
域
貢
献
の
た
め
に
寄
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
市
民
の
方
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
講
習
会
」
を
受
講
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
し
た
方
に

「
千
歳
市
き
ず
な
ポ
イ
ン
ト
手
帳
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
受
入
施
設
と

調
整
後
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
千
歳
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
(　
（27）
２
５
２
５
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

声



　いきいき 　　 すくすく　　子 育 て

～　保健師・栄養士のリレーコラム　～

今月は､保健師が担当しました｡　

11月15日(日)10時～16時は､休日開館日です
対象：０歳～就学前の子と保護者

市民健康係 (24)０３６４

12月６日(日)10時～16時は､休日開館日です
対象：０歳～就学前の子と保護者

お使いになりましたか？
がん検診・肝炎ウイルス検診の無料クーポン券

　市は、｢子宮がん・乳がん・大腸がん・肝炎ウイルス｣検
診の無料クーポン券をそれぞれの対象者に５月下旬に送付
しています。

　厚生労働省と国立がん研究センターの調査によると、日
本人の２人に１人が「がん」にかかり、そのうちの３人に
１人が亡くなっています。

　女性に特有の「子宮がん」にかかる方は20歳代以降の若
年層に増加しています。また､「乳がん」は女性がかかる
「がん」で最も多く、一生のうちに乳がんにかかる確率は
およそ12人に１人の割合といわれています。

　「大腸がん」は、40歳代以降、年齢を重ねるにつれて
増加しています。

　「がん」にかかっても早期のうちはほとんど自覚症状
がありません。市では、無料クーポン券の対象とならな
い「胃がん・肺がん・前立腺がん」検診も実施していま
す。早期発見・治療のために､「大腸・胃・肺・前立腺｣
がん検診は毎年、「子宮・乳」がん検診は２年に１回の
受診をお勧めします。

　また､肝炎ウイルス検診もこの機会に受診しましょう｡
無料クーポン券についてご不明な点があるときは、お問
い合わせください。

from 地域子育て支援センター
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参加料・無料
会場/申込先/詳細・ちとせっこセンター
(40)１７１７（日･祝日を除く９時～17時30分）

【共通事項】

●身体計測の日
内　容・身長と体重の測定(ボランティアの手伝いあり)
対　象・就学前の子
と　き・11月18日(水)　10時～11時30分
※申込不要｡
●子育てサロン
内　容・子どもの遊びを見守りながら子育て情報の交換
対　象・就学前の子と保護者
と　き・11月16日､30日（13時～15時）
　　　　11月11日､18日､25日（10時～12時）
※申込不要｡
●お誕生会
内　容・エプロンシアターや人形劇､手型や足型をとって
　　　　プレゼント
対　象・就学前の子(10月､11月生まれ)と保護者
と　き・11月30日(月)　13時～15時
※申込不要｡
●はじめてママ講座（全４回コース）
内　容・赤ちゃんとのふれあい遊び、離乳食や救急救命､
　　　　おもちゃ制作についての講座
対　象・生後４か月～10か月の子(第１子)とそのお母さん
と　き・12月18日､平成28年１月22日､２月19日､３月18日
　　　　(10時～11時30分)
定　員・18組
申込日・11月12日､13日（12時～15時）

●ランチデー
内　容・みんなで一緒にお弁当を食べましょう
対　象・就学前の子と保護者
と　き・11月25日､12月９日（12時～13時）
※お弁当持参（申込不要）。
●親子で楽しもう！メリークリスマス
対　象・０歳～就学前までの子と保護者
と　き・12月14日(月)　
　　　　午前の部　10時30分～11時30分
　　　　午後の部　13時～14時
定　員・各100組(抽選)
申込日・11月25日､26日
※げんきっこセンターで開催する「親子で楽しもう！メ
リークリスマス」と重複しての申し込みはできません。

●ランチデー
内　容・みんなで一緒にお弁当を食べましょう
対　象・就学前の子と保護者
と　き・11月16日､12月８日（12時～13時）
※お弁当持参（申込不要）。
●北栄小スクールバンドミニミニコンサート
対　象・18歳以下の子と保護者
と　き・11月28日(土)　10時～10時40分
※申込不要。
●親子で楽しもう！メリークリスマス
対　象・０歳～就学前までの子と保護者
と　き・12月16日(水)　
　　　　午前の部　10時30分～11時30分
　　　　午後の部　13時～14時
定　員・各80組(抽選)
申込日・11月25日､26日
※ちとせっこセンターで開催する「親子で楽しもう！メ
リークリスマス」と重複しての申し込みはできません。

参加料・無料
会場/申込先/詳細・げんきっこセンター
(26)２０７０（日･祝日を除く９時～17時30分）

【共通事項】

【共通事項】
参加料・無料
会場/申込先/詳細・アリスセンター　
(24)８３４１（平日10時～15時､土曜日９時～14時）
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ちとせ健康･医療相談ダイヤル 24

　

身長･体重測定､発達や栄養の相談
12月１日､14日（９時30分～11時30分と13時～15時30分）
総合保健センター（申込不要）
母子健康手帳
健康母子係　(24)０７７１
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12月１日､14日､18日 １年以内に千歳市で１歳６か月児･
３歳児健診を受けた幼児

12月22日(火) １歳～就学前の全ての幼児

９時30分～11時30分､13時～15時
総合保健センター（申込不要）
母子健康手帳、歯ブラシ
800円
健康母子係　(24)０７７１

５～７か月児
※状況により､３～11か月児まで接種可。

12月４日､18日（12時30分～13時50分）
総合保健センター（申込不要）
母子健康手帳、予診票
予防接種担当　(24)３１４８

( )

03(3839)

性教育は家庭から、子どもが自分の身を守るため
　　　　に「性」について身につけておきたい知識を学ぶ

３歳以上の子がいる保護者または保育・教育関係者
山岸　美喜　氏（上級思春期保健相談士）
12月16日(水)　10時～11時30分
総合福祉センター402号
無料　　
50人(申込順)
電話またはＦＡＸ、Ｅメールで申し込み
12月15日(火)17時まで

健康母子係
(24)０７７１　FAX(24)８４１８　
Eメール kenkosuishin@city.chitose.hokkaido.jp

医師･保健師による健康相談､
　　　　栄養士の栄養相談､
　　　　血圧測定･尿検査･体脂肪測定

11月24日(火)　
　　　　９時30分～11時30分と13時～16時
※医師の相談は13時～15時｡

総合保健センター（申込不要）
健康企画係　(24)０７６８

保健師による健康相談･血圧測定
11月17日(火)　10時～12時
図書館（申込不要）
健康企画係　(24)０７６８

内臓脂肪を減らすコツ
　　　　講師　保健師（市職員）

脂肪燃焼エクササイズ
　　　　講師　宮本　昌子　氏（健康運動指導士）

12月17日(木)　10時～11時30分
※簡易内臓脂肪測定を実施します(９時20分～９時50分
と11時30分～12時､各15人)。
と 総合福祉センター402号

内臓脂肪をためない食事についての講話、ヘル
　　　　シーメニューの調理実習

管理栄養士（市職員）
12月22日(火)　10時～13時

と 北ガス文化ホール(市民文化センター)２階調理教室

①無料､②500円(食材費)
①②各30人(申込順)

※①②両方参加できる方を優先します。
11月12日(木)

健康企画係　(24)０７６８

子育て支援センターの見学､赤ちゃんとの遊び､
　　　　先輩ママとの交流

市内に居住する妊婦の方
12月４日(金)　10時～11時30分
ちとせっこセンター
母子健康手帳、筆記用具
12月３日(木)

健康母子係　(24)０７７１
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お知らせ

内　容・特許･商標などの出願､知的
　　　　財産権全般に関する相談
と　き・毎週火･金曜日(14時～16時)
※電話で事前予約が必要です｡
会場/申込先/詳細・日本弁理士会北海道
支部(札幌市北区北７条西４ｰ１ｰ２)
０１１(736)９３３１

弁理士による無料相談会

開設します｢行政相談所｣

　総務省から委嘱を受けた行政相談
委員が､行政と市民のパイプ役として､
年金､登記､道路､河川など､国の業務
に関する意見や要望を受け付けます｡
※相談は無料です｡
と　き・11月19日(木)　
　　　　13時30分～16時
ところ・東雲会館
詳　細・山内(富丘４丁目)(24)3291
　　　　宮本(北光１丁目)(23)0447

　女性の人権に関する悩みごとや心
配ごとを人権擁護委員や法務局職員
が相談に応じます｡相談は無料で､秘
密は厳守されます｡
と　き・11月16日～20日(8時30分～19時) 
　　　　11月21日､22日(10時～17時)
※相談専用電話(0570(070)810)を
ご利用ください。
詳　細・札幌法務局人権擁護部第二課
０１１(709)２３１１　内線2208

全国一斉｢女性の人権
ホットライン｣強化週間

　自賠責保険･共済は､原動機付自転車
を含む全ての自動車に加入が義務づけ
られています。自賠責保険･共済に加
入せず運行することは法令違反です｡
詳　細・北海道運輸局札幌運輸支局
　　　　０１１(731)７１６７

自賠責保険･共済なしでの
運行は法令違反です！

催　し

●水と緑の絵コンクール作品展示会
と　き・11月10日～20日(９時～22時)
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)４階展示ホール
●マグカップに多肉植物の寄せ植え
　～初級編～
講　師・豊島　朝子　氏
と　き・12月12日(土)
　　　　13時30分～15時30分
ところ・総合福祉センター402号
参加料・無料　
定　員・親子20組(申込順)
申込期間・11月10日～12月10日
※マグカップを持参(各組１個)。

ちとせ環境と緑の財団からのお知らせ

【共通事項】
申込先/詳細・ちとせ環境と緑の財団
(22)１１１７(平日の９時～17時)

演　題・幸せになるための方法
　　　　～心理学からの提案～
講　師・伊藤　進　氏(天使大学教授)
と　き・11月14日(土)　10時30分～
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)４階大会議室
入場料・無料　定員・200人(先着順)
※当日､直接会場へお越しください｡
詳　細・家庭生活カウンセラークラブ
　　　　坂野　(25)３７２１

家庭生活カウンセラークラブ
設立記念公開講演会

内　容・ワードのはがき印刷機能を
　　　　使った年賀状の作成
と　き・11月14日(土)13時～15時30分
ところ・市民ギャラリー４階ＩＴ講習室
受講料・1,300円(中学生以下500円)
定　員・10人(申込順)
申込方法・電話またはＦＡＸ､Ｅメール
　　　　で申し込み
申込先/詳細・生涯学習課　
(24)０８４８　FAX(27)３７７０
Eメール shogaigakushu@city.chitose.
hokkaido.jp

市民協働プロモーション事業
パソコン講習会

講　師・岡本　あや子　氏
と　き・11月14日(土)　13時～15時
ところ・社会福祉協議会
受講料・2,000円(当日納入)
定　員・40人(申込順)
※作品を持ち帰る袋を持参してください｡
申込方法・ＦＡＸで申し込み
申込先/詳細・フラワーマスターの会　
岡本　(29)2087　FAX(29)2086

アジサイのリース作り講習会

森と谷の探検ツアー

内　容・モラップ「一の沢」を探検
対　象・中学生以上
と　き・11月15日(日)　９時～14時
集合場所・モラップ樽前荘前駐車場
参加料・3,000円　定員・10人(申込順)
※悪天候中止。
申込先/詳細・自然公園財団支笏湖支部
　　　　　(25)２４５３

内　容・電波の性質や人体などへの
　　　　影響に関する説明会
と　き・12月７日(月)13時～16時30分
ところ・ホテルポールスター札幌
　　　　(札幌市中央区北４条西６)

電波の安全性に関する説明会

参加料・無料　定員・100人(申込順)
申込方法・｢電波の安全性に関する説明会｣
　　　　と記入し､①氏名､②電話番号､
　　　　③質問事項を記入の上､12月１
　　　　日(火)までにＦＡＸかＥメー
　　　　ルで申し込み
申込先/詳細・北海道総合通信局電波監
理部電波利用環境課　
０１１(709)２３１１　内線4745
FAX０１１(709)２４８６　Eメール
denjikankyo-hokkaido@soumu.go.jp

　建退共制度は､建設現場で働く方
のための退職金制度です｡
　事業主は､労働者の方が働いた日
数に応じて掛け金を負担し､その方
が建設業界で働くことをやめたとき
に建退共から退職金を支払います｡
加入できる事業主・建設業を営む方
掛け金・日額310円
詳　細・勤労者退職金共済機構北海
道支部　０１１(261)６１８６

知っていますか？建退共制度

　中退共制度は､中小企業で働く従
業員のための国の退職金制度です｡
掛金助成や税法上の優遇など､有利な
特典がありますのでご利用ください｡
詳　細・勤労者退職金共済機構中小
企業退職金共済事業本部　　　　　
０３(6907)１２３４　内線3712

退職金は国の制度で
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会員・団員
募集します

　※12月10日(木)10時に総合福祉センターに集合。

                  【会の名称／内容／対象／とき／ところ／会費】             【申込先・詳細】

■千歳ウッドペッカーズ／スキー／女性の方／平成28年１月14日(木)から活動開始 小西　(28)２６６６

久
く げ

下　(23)８９５８
　までの土､日(月６回程度)／市民スキー場ほか　※申込期限は､11月28日(土)｡
■千歳スキースポーツ少年団／小学２年～中学３年生／11月28日～平成28年３月５日

温水プールの半額開放日

　１回券購入(プリペイドカードでの
購入可)の方は､半額で利用できます｡
と　き・11月15日(日)　10時～21時
会場/詳細・温水プール　(49)７００１

●自衛隊の活動写真展
内　容・災害派遣などにおける自衛隊
　　　　の活動の写真展示
と　き・11月10日～12日
　　　　(８時45分～17時15分)
ところ・市役所１階市民ロビー
●陸上自衛隊高等工科学校などの受験説明会
陸上自衛隊高等工科学校

対　象
平成28年４月１日現在､中学
校を卒業(卒業見込み含む)
した17歳未満の方

と　き 11月14日(土)10時～11時30分
自衛官候補生

対　象 採用予定月の１日現在､18歳
以上27歳未満の方

と　き 11月14日(土)　13時～15時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)３階中会議室
※家族の方も参加可能です。　　

自衛隊からのお知らせ

【共通事項】
詳　細・自衛隊札幌地方協力本部
千歳地域事務所　(23)２６４２

と　き・11月15日(日)　14時～16時
申込方法・Ｅメールで申し込み
会場/申込先/詳細・韓国民団千歳支部
(本町１丁目8-3)中林　(23)3420
Eメール malre@hotmail.co.jp

韓国語講座のお知らせ(無料)

よい食について考え楽しむ講演会

演　題・千歳の食でこどもが伸びる!?
と　き・11月15日(日)　10時～11時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)４階大会議室
受講料・無料　定員・200人(先着順)
※当日､直接会場へお越しください｡
申込先/詳細・北海道ガス㈱千歳支店
小幡 (26)8623(平日の９時～17時)

若年求職者向け就職支援セミナー

●北川久仁子ラジオの時間
　～ハ･タ･ラ･クということの意味～
講　師・北川　久仁子　氏
　　　　(ラジオパーソナリティ)
と　き・11月18日(水)
　　　　16時45分～18時15分
申込期限・11月16日(月)
●海外ビックリ体験談
　～企業人としての勉強の心構え～
講　師・根本　裕之　氏
　　　　(東洋アドレ代表取締役社長)
と　き・12月２日(水)
　　　　16時45分～18時15分
申込期限・11月30日(月)

【共通事項】
対　象・学生や求職者､就職支援の
　　　　関係者など
ところ・千歳科学技術大学本部棟
　　　　大講義室
※ＪＲ千歳駅から無料シャトルバス
をご利用ください｡
受講料・無料
申込先/詳細・商業労働課　(24)0602内　容・糖尿病治療薬の進歩

講　師・佐々木　和久(薬剤科科長)
と　き・11月21日(土)　13時～14時
ところ・市民病院２階講義室
受講料・無料
詳　細・市民病院地域医療連携課
(24)３０００　内線138

市民病院の市民健康講座

と　き・11月21日(土)　11時～12時
ところ・鉄東コミセン
参加料・無料
詳　細・世界誠道空手道連盟誠道塾
木下　０８０(4043)９６１１

カラテ体験会

内　容・絵画や陶芸､工芸･手工芸､写
　　　　真､書道､華道の展示
と　き・11月21日(土)　10時～17時
　　　　11月22日(日)　10時～16時
ところ・市民ギャラリー
入場料・無料
詳　細・千歳市文化団体連絡協議会
　　　　児玉　(22)７１７０

道民芸術祭・石狩管内郷土芸術祭

●千葉拓斗写真展
　宮城県石巻市の新聞記者､千葉拓
斗氏が撮影した震災の記憶と教訓を
伝える写真展を開催します。
と　き・11月20日(金)まで(９時～21時)
※11月20日は､17時まで(11月７日から開催)｡
ところ・ミナクール(市民ギャラリー４階)
入場料・無料

東日本大震災復興支援の
写真展・映画上映会

【共通事項】
詳　細・｢ガレキとラジオ｣千歳実行
委員会(ミナクール内)　(24)0847

内　容・タイ･ニュージーランド･ブラ
　　　　ジルのクリスマス定番料理の
　　　　紹介､それぞれの国のクリス
　　　　マスについてのお話
と　き・11月28日(土)　10時～13時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)２階調理教室
受講料・500円　
定　員・30人(申込順)
申込開始・11月13日(金)
申込先/詳細・千歳ボランティア通訳クラブ
落合　０８０(1889)６６８１

美味しい国際交流

●映画｢ガレキとラジオ｣上映会と吹
　奏楽コンサート
と　き・11月21日(土)
　　　　13時30分～16時(13時開場)
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)中ホール
入場料・1,000円(中学生以下は無料)
※入場券が必要(北ガス文化ホール､
市役所地下売店で配布)。
定　員・400人
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対　象・18歳以上の方
と　き・11月28日(土)13時～14時30分
ところ・ビーバースイミングクラブ
申込期限・11月27日(金)
申込先/詳細・国際護身武道協会　両

もろずみ

角
　　　　　(31)８１４３

大人から始める空手道(無料)

①上級救命講習会
と　き・11月28日(土)　９時～18時
定　員・10人(申込順)
②普通救命講習会
と　き・11月29日(日)９時30分～12時30分
定　員・20人(申込順)

消防署からのお知らせ

内　容・心肺蘇生法(成人)の実技(①
　　　　は小児･乳児の実技あり)､
　　　　ＡＥＤの使用方法など
対　象・市内に居住または通勤､通学
　　　　する中学生以上の方
ところ・そなえーる(北信濃631-11)
受講料・無料
申込先/詳細・消防署救急指令課
(23)３０６２　内線354

【共通事項】

公民館短期教室

内　容・クリスマスリースやお正月
　　　　飾り､バレンタインアレンジ
　　　　メント作りなど(全４回)
と　き・11月28日､12月12日､平成28年
　　　　１月30日､２月13日
　　　　(10時～12時)

内　容・岸田典大氏の絵本を使った
　　　　パフォーマンス､市民団体に
　　　　よる合唱やダンスなどの舞台
　　　　発表や写真､絵画などの展示
と　き・11月29日(日)　13時～16時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)４階大会議室ほか
参加料・無料
詳　細・生涯学習課　(24)3153

市提案型協働事業
生涯学習フォーラム

内　容・西郷隆盛の足跡や幕末の偉人
　　　　との関わりなど
講　師・山川　寛之　氏
　　　　(北海道南州会会長)
と　き・12月５日(土)13時30分～15時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)４階大会議室
受講料・無料　定員・50人(申込順)
申込方法・電話かＦＡＸで申し込み
申込先/詳細・生涯学習課
(24)０８４８　FAX(27)３７７０

市民教養セミナー
｢西郷隆盛の生き方｣

内　容・きずなポイント事業の活動
　　　　報告や､交流を通じてボラン
　　　　ティア同士の絆を深める
対　象・きずなポイント事業の登録者､
　　　　登録を考えている方
と　き・12月５日(土)９時30分～12時
ところ・社会福祉協議会
参加料・無料　

きずなポイント事業
ボランティア交流会

グリーン･ツーリズム
連絡協議会からのお知らせ
●千産千消マップバスツアー
内　容・農村地域巡り､そば打ち体験､
　　　　しめ飾りづくりなど

申込先/詳細・千歳市グリーン･ツーリズ
ム連絡協議会事務局(交流推進課内)
(24)0482　(平日８時45分～17時15分)

【共通事項】

●ちょこっとゴミ拾い｢ちと５３｣
と　き・11月28日(土)　６時～７時
集合場所・ＪＲ千歳駅西口駅前広場
●ちょこっとランニング｢ちとＲＵＮ｣
と　き・11月28日(土)　８時～10時
コース・千歳川沿いサイクリングロード
集合場所・道の駅サーモンパーク千歳入口前

ちょこっと体験ちとちょこ

【共通事項】
参加料・無料
申込方法・開催日までに電話かＥメー
　　　　ルで申し込み
申込先/詳細・時田　090(5227)2595
Eメール chitochoko@gmail.com 

内　容・子ども､教師､父母などが集
　　　　まり､いじめの問題や明るい
　　　　社会づくりについて考える
と　き・11月28日(土)９時30分～12時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)中ホール
詳　細・青少年課　(24)０８５９

なかよしさわやかＤＡＹ
いじめシンポジウム

受講料・1,000円(申込時納入)
※材料費別途(１回あたり2,000円)｡
定　員・15人(申込順)
申込期限・11月24日(火)
会場/申込先/詳細・公民館　(23)2740

と　き・11月28日(土)９時30分～14時30分
集合場所・市役所西口駐車場
参加料・2,000円　定員・25人(申込順)
●グリーン･ツーリズムファンクラブ
　の会員募集
　農村巡りバスツアーや出前講座などのグ
リーン･ツーリズム推進活動に年２回程度､
ボランティアで協力できる方を募集します｡
対　象・市内に居住または通勤､通学
　　　　する18歳以上70歳以下の方
年会費・1,000円　定員・20人(申込順)



まちの｢お知らせ・催し・募集｣の掲載原稿は、発行月の前月10日までに
ＦＡＸ､Ｅメール、郵送、持参のいずれかで広報広聴課にお送りください｡
ＦＡＸ(22)8852、Ｅメール kohokocho@city.chitose.hokkaido.jp
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図書館ガイド
《休館日》
第３月曜日

《開館時間》
10時～19時

募　集

●蔵書点検が終わりました
　蔵書点検は､図書館の本が図書の
一覧表と正しく一致しているかどう
かを確認するため､年一度行われる
作業です。点検の結果､貸出手続き
をせずに館外へ持ち出されたり､貸し
出されたまま返却されていない本が
確認されました。
　返却し忘れている本があれば返却
をお願いします｡閉館時は図書館入
口にある「ブックポスト」をご利用
ください。
詳　細・市立図書館　(26)2131

　
　■児童館からのおしらせ

と　き 行事名 児童館名 連絡先
 11月18日(水)  10 時～ ベビーマッサージ しゅくばい (27)3126

 11月19日(木) 10 時 30 分～ おはなし会 希望が丘 (26)2060

 11月26日､27日 10 時 30 分～ クリスマス制作 ちとせっこ (42)5551

 11月27日(金) 10 時 30 分～ 乳幼児救命講習 ほくおう (42)3743

 11月30日(月) 10 時 30 分～ 笑いのヨガ ひので (24)3163

 11月30日(月) 10 時 30 分～ 人形劇団「ピッコロ」公演 しなの (22)2977

 12月７日(月) 10 時 30 分～
クリスマス会
定　員：各児童館50組(親子)
申込期間：11月16日～20日

ひので (24)3163

しなの (22)2977

ほくおう (42)3743

しゅくばい (27)3126

せいりゅう (22)2560

いずみさわ (28)6110

ほくよう (26)6789

( 詳細は ､各児童館にお問い合わせください )

対　象・求職中の障がい者の方
訓練期間・１年または２年(砂川市)
申込期限・11月20日(金)
申込先/詳細・ハローワーク千歳
　　　　  (24)２１７７

北海道障害者職業能力開発校
入校生募集

内　容・航空自衛隊北部航空音楽隊
　　　　(青森県三沢市)による演奏会
と　き・12月６日(日)　14時～
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)大ホール
入場料・無料
申込方法・往復はがきに①住所､②氏名､
　　　　③電話番号､④希望人数､⑤
　　　　応募のきっかけ､⑥返信先の
　　　　宛先を記入して申し込み
※車いすの方は､車いす席の希望数を記入｡
申込期限・11月26日(木)(当日消印有効)
申込先/詳細・〒066-8510　平和無番地
第２航空団監理部広報室
(23)３１０１　内線2218

千歳基地クリスマスコンサート

ところ・青空公園スケートリンク
受講料・1,100円　　
定　員・各35人(抽選)
申込方法・12月10日(木)９時30分～９時
　　　　50分の間にダイナックスアリ
　　　　ーナ(スポーツセンター)会議
　　　　室で受付､10時から抽選会
※電話申込不可。

体育協会からのお知らせ

申込先/詳細・千歳市体育協会振興課
(22)４１５０(日･月･祝日を除く
９時～17時)

【共通事項】

内　容・外国人のホームステイやホ
　　　　ームビジットを受け入れる
　　　　ときに必要な知識や英会話
　　　　を身につける(軽食付き)
と　き・12月13日(日)　10時～15時
ところ・総合福祉センター402号、市
　　　　内モデルハウス(北陽高校前)
※10時まで､総合福祉センター402号に集合｡
受講料・500円　定員・30人(申込順)
申込方法・12月１日(火)までに電話か
　　　　申込書に必要事項を記入の
　　　　上、ＦＡＸで申し込み
※申込書は､国際交流協会のブログ
から入手できます。
申込先/詳細・千歳国際交流協会事務局
(交流推進課内)　(24)０４８２
FAX(22)８８５３　ブログ http://
cics-hokkaido.blogspot.jp/

ホストファミリー養成講座

音楽まつり
内　容・第７音楽隊､第１特科団音
　　　　楽隊､千歳中学校吹奏楽部
　　　　などによる音楽演奏会

そば打ち体験会

と　き・12月20日(日) ①13時10分～
　　　  ②14時10分～　③15時10分～
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)２階調理教室
受講料・2,000円
定　員・①②③各６人(申込順)
※そばを持ち帰る容器を持参してく
ださい｡
申込期限・12月10日(木)
申込先/詳細・千年そばの会　夛

た だ

田
　　　　　(48)３０５５

と　き・12月19日(土)14時～15時45分
　　　　(13時30分開場)
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)大ホール
入場料・無料(入場整理券が必要)
※11月26日(木)から市役所１階総合
案内､向陽台支所､北ガス文化ホール､
そなえーるで配布｡
詳　細・道央地区自衛隊協力会連合会
事務局(危機管理課)　(24)０１４７

●みんなで遊んでげんきＵＰ！！
対　象・市内に居住する４～５歳の子
と　き・12月６日(日)９時30分～11時30分
ところ・総合武道館
受講料・無料　定員・40人(申込順)
申込期間・11月13日～20日
※電話申込可。
●スケート教室
対　象・市内に居住する小学１年生
と　き・①平成28年１月12日､14日､16日
　　　　②平成28年１月13日､15日､17日
　　　　(９時45分～11時30分)

申込方法・11月30日(月)までに電話またはＦ
　　　　ＡＸ､はがき､Ｅメールで申し込み
申込先/詳細・千歳市社会福祉協議会ボ
ランティアセンター　(27)2525　
FAX(27)2528　Eメール　c-shakyo@
city.chitose.hokkaido.jp



さん阿部　一秀

【あべ　かずひで　さん】　北陽　65 歳

●千歳菊友会　会長
　全日本菊花連盟の公認審査員も務める。
　千歳菊友会では、一緒に菊づくりを楽しむ
会員を募集しています。　　
　連絡先　(22) ７６８５

千
の
こ
と
を
手
が
け
る
と

千
の
こ
と
に
応
え
て
く
れ
る
。

そ
れ
が
菊
。

技
術
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
大
切
」。

こ
う
話
す
阿
部
さ
ん
は
、
全
日
本

菊
花
連
盟
が
主
催
す
る
全
国
大
会

で
、
１
位
に
輝
く
菊
を
育
て
上
げ
た
こ
と

も
あ
る
菊
づ
く
り
の
名
人
。
千
歳
菊
友
会

で
会
長
を
務
め
て
い
る
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
自
宅
横
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
で
１
１
０
種
類
以
上
、
約
２
０
０
株

の
菊
を
育
て
て
い
る
。

　

菊
友
会
で
は
、
５
、６
、７
月
に
菊
づ
く

り
講
習
会
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
と
き

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
菊
の
苗
を
５
０
０
株
ほ

ど
用
意
す
る
と
い
う
。

　

菊
づ
く
り
で
は
、
お
盆
の
時
期
か
ら
日
照

時
間
を
調
整
す
る
作
業
を
始
め
る
。
ハ
ウ
ス

に
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
た
り
、
夜
、
菊
に

ラ
イ
ト
を
当
て
る
作
業
を
２
週
間
ほ
ど
続
け

る
と
、
９
月
上
旬
に
つ
ぼ
み
が
で
き
は
じ
め

る
。
そ
の
後
、
１
グ
ラ
ム
単
位
で
与
え
る
肥

料
を
調
整
し
な
が
ら
菊
の
旬
を
迎
え
る
11
月

上
旬
、
展
示
会
で
満
開
の
菊
の
花
が
咲
く
よ

う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
整
し
て
育
て
る
。

　

阿
部
さ
ん
が
菊
づ
く
り
を
は
じ
め
た
の

は
、
今
か
ら
38
年
前
、
27
歳
の
と
き
。｢

春

に
な
る
と
岩
手
に
住
む
叔
父
が
菊
の
苗
を
10

本
ほ
ど
送
っ
て
く
る
。
叔
父
は
、
菊
づ
く
り

を
私
に
教
え
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
当

時
、
菊
に
興
味
が
な
く
、
庭
に
植
え
て
そ
の

ま
ま
。
叔
父
か
ら
は
『
花
、
咲
い
た
か
？
』

と
聞
か
れ
る
程
度
。
そ
ん
な
こ
と
が
３
年
ほ

ど
続
く
と
、
毎
年
送
っ
て
く
れ
る
叔
父
に
悪

い
気
が
し
て
、
つ
い
に
菊
づ
く
り
を
教
わ
る

決
心
を
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
「
叔
父
の
家
に
通
っ
た
り
、
叔
父
に
千
歳

ま
で
き
て
も
ら
っ
た
り
と
５
年
間
、
育
て
方

を
教
わ
っ
た
」。
そ
の
叔
父
も
叔
父
の
叔
母

か
ら
菊
づ
く
り
を
学
び
、
技
術
を
受
け
継
い

で
い
た
。「
菊
は
日
本
伝
統
の
花
。
菊
づ
く

り
に
携
わ
る
方
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
寂
し
い
」
と
話
す
阿
部
さ
ん
。
菊
の
こ
と

を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
菊
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
札
幌
や
岩
見
沢
な
ど
で
も
講

習
会
を
行
っ
て
技
術
を
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
阿
部
さ
ん
は
、
全
日
本
菊
花
連
盟
の

審
査
員
を
務
め
て
お
り
、
全
国
の
菊
花
展
に
足

を
運
ぶ
機
会
が
多
い
。「
菊
は
、
そ
の
地
域
独

自
の
育
て
方
を
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
東
京

の
江
戸
菊
、
京
都
の
嵯
峨
菊
、
熊
本
の
肥
後
菊

な
ど
地
域
独
自
の
菊
は
、
全
く
違
っ
た
花
の
形

を
見
せ
る
。
そ
こ
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
菊
を
北
海
道
の
皆
さ
ん
に
も
見
せ
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
現
地
で
苗
を
購
入
し
て
自
宅
で

育
て
て
い
る
。「
寒
さ
に
負
け
ず
育
つ
か
、ま
た
、

き
ち
ん
と
花
が
咲
く
か
、
皆
さ
ん
に
お
見
せ
で

き
る
ま
で
３
年
は
か
か
る
」
と
笑
う
。

　
「
10
月
下
旬
頃
、
７
分
咲
き
に
な
っ
た
花

を
見
て
、満
開
の
花
の
様
子
が
想
像
で
き
る
。

そ
れ
が
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
だ
っ
た
と
き
に

『
や
っ
た
ぞ
』
と
い
う
気
持
ち
が
こ
み
上
げ

る
」
と
阿
部
さ
ん
。「
千
の
こ
と
を
手
が
け

る
と
、
千
の
こ
と
に
応
え
て
く
れ
る
。
そ
れ

が
菊
。
手
を
か
け
た
分
だ
け
素
晴
ら
し
い
花

を
見
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ
る
。

た
く
さ
ん
の
方
に
菊
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
菊
を
丁
寧
に
手
入
れ
し
な
が
ら

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。
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「



人
の

う
ご
き

《総人口》

95,844 人 ( ＋ 79)

男性　48,704 人 ( ＋ 59)

女性　47,140 人 ( ＋ 20)

《世帯》47,224 世帯 (＋ 48)

(  )内は、前月との

比較です。

11 ● 1
現在

　

新
富
１
丁
目
の
一
部
を
区
域
と

す
る
新
富
西
町
内
会
は
、
現
在
173

世
帯
の
方
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
春
と
秋
の
町
内
清

掃
の
ほ
か
、
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体

操
や
子
ど
も
み
こ
し
、
サ
ロ
ン
会
、

餅
つ
き
大
会
な
ど
、
み
ん
な
が
力

を
合
わ
せ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

春
の
町
内
清
掃
で
は
、
道
路
の

ご
み
拾
い
な
ど
を
行
っ
た
あ
と
、

仲
の
橋
通
り
沿
い
の
花
壇
に
花
を

植
え
ま
す
。
秋
の
町
内
清
掃
の
と

き
に
は
、
来
年
に
向
け
て
、
花
壇

に
肥
料
を
ま
き
ま
す
。

　

９
月
頃
に
実
施
す
る
子
ど
も
み

こ
し
で
は
、
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、

町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
毎
年
、

生
き
生
き
と
し
な
が
ら
、
元
気
に

町
内
を
回
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

６
月
と
９
月
の
年
２
回
、
65
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
町
内
会
館
で

実
施
す
る
サ
ロ
ン
会
は
、
食
事
や

ゲ
ー
ム
、
ク
イ
ズ
の
ほ
か
、
童
謡

を
ア
カ
ペ
ラ
で
歌
い
ま
す
。
会
話

も
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
に
行
う
餅
つ
き
大

会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
一
緒
に
な
っ
て
餅
を
つ
き
ま

す
。
つ
き
た
て
の
餅
に
あ
ん
こ
を

包
み
、
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。　

　

お
互
い
の
意
見
や
考
え
が
違
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
向
こ
う
３

軒
両
隣
、「
み
ん
な
が
力
を
合
わ

せ
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る
町
内
」
を

こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
、
活

力
あ
ふ
れ
る
町
内
」

　まちの ｢ お知らせ ･ 催し ･
募集 ｣ は、不特定多数の方を
対象とする市民活動団体やサ
ークルの行事、会員募集など
を掲載しています。営利活動
に該当するものは掲載できま
せんのでご注意ください。

「広報ちとせ ｣からのお願い

新富西町内会
会長　望月　暎夫さん
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新
富
西
町
内
会

お
問
い
合
わ
せ
先 


　

(22)
６
６
５
５

☆★☆ 今月は、「新富西町内会」を紹介します。 ☆★☆

　 　 　 　 うちの町内会
　　　　うちの先生

紹介
します

広報広聴課 

№ 20

先生は、
こんな先生です！

作文を書いてくれた

上
う え の

野　瑠
る か

叶  
さん

日の出小１年２組

小
こ み な み

南　詩
し ほ

穂
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■
先
日
、
広
報
雑
誌
を
読
ん
で
い

て
12
月
11
日
が
「
胃
腸
の
日
」
に

な
っ
て
い
る
の
を
知
り
ま
し
た
。

な
ん
で
も
、
い
に
（
12
）
い
い
ひ

（
11
日
）
と
し
て
、
胃
腸
薬
の
正

し
い
使
い
方
や
胃
腸
の
健
康
管
理

の
大
切
さ
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

日
と
あ
り
ま
す
。
12
月
は
忘
年
会

の
シ
ー
ズ
ン
で
す
の
で
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
時
期
の
制
定
で
す
ね
。

■
菊
づ
く
り
名
人
に
取
材
を
し
た

と
き
、
時
期
が
早
か
っ
た
た
め

か
、
菊
は
ま
だ
、
つ
ぼ
み
状
態
。

「
20
日
過
ぎ
に
ま
た
お
い
で
」
と

言
わ
れ
、
再
度
訪
問
す
る
と
、
花

び
ら
が
鱗
う
ろ
こ

状
に
盛
り
上
が
っ
た

も
の
や
花
火
の
様
に
細
い
も
の
な

ど
、
満
開
の
菊
を
一
足
早
く
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　 今月の表紙

　採卵用ヒメマスの捕獲作
業が支笏湖で始まりました｡
　湖岸に仕掛けられた網を
引き上げると、赤い婚姻色
に染まったヒメマスが水し
ぶきを上げます。この後に
採卵が行われ、来年５月末
に稚魚が放流されます。

▼

広
報
ち
と
せ
（
第
１
０
２
８
号
）
平
成
27
年
11
月
10
日
発
行

■
発
行
・
編
集
／
千
歳
市
企
画
部
広
報
広
聴
課

〒
066-
8686  

千
歳
市
東
雲
町
２
丁
目　

（　

(24)
０
１
０
４　

FAX　

８
８
５
２
）

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://www.city.chitose.hokkaido.jp/

■
印　

刷
／
千
歳
印
刷
株
式
会
社



(22)

■
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
用
の

「
音
訳
」「
点
訳
」の
広
報
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、 

　

３
９
２
１
ま
で
。

(27)
10月６日　支笏湖で撮影

1

4
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10
月
９
日
。
幼
稚
園
児
か
ら

交
通
安
全
教
育
指
導
員
に
日
頃
の

交
通
安
全
指
導
に
対
す
る
お
礼
と

し
て
、
リ
ン
ゴ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。
指
導
員
の
皆
さ
ん
は
、

感
謝
の
気
持
ち
が
添
え
ら
れ
た
リ

ン
ゴ
を
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。

　
　
10
月
11
日
。
色
鮮
や
か
な
紅

葉
な
ど
を
楽
し
む
「
支
笏
湖
紅
葉

ま
つ
り
」
が
支
笏
湖
温
泉
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
支
笏
湖
小
の
児
童

に
よ
る
鼓
笛
隊
演
奏
や
ヒ
メ
マ
ス

が
入
っ
た
味
覚
汁
な
ど
、
観
光
客

は
、
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
10
月
14
日
。
地
域
安
全
運
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
防
犯
書

道
展
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

市
内
小
中
11
校
か
ら
154
点
の
応
募

が
あ
り
、
22
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら

賞
状
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
10
月
17
日
。
暮
ら
し
に
役
立

つ
商
品
の
展
示
や
実
演
な
ど
、
「
ち

と
せ
消
費
者
ま
つ
り
」
が
北
ガ
ス

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
グ
ッ
ズ
展
示
な
ど
、
28
の
企

業
や
団
体
の
出
展
が
あ
り
、
大
勢

の
来
訪
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　
10
月
17
日
。
遊
び
や
ゲ
ー
ム

を
通
じ
て
環
境
問
題
な
ど
を
学

ぶ
、「
こ
ど
も
環
境
教
室
」
が
北
ガ

ス
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

エ
コ
カ
ル
タ
や
空
き
缶
つ
み
競
争

な
ど
の
ゲ
ー
ム
に
夢
中
で
し
た
。
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